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令和８年７月１日発行 

学校の主役である生徒が、多様な関わりを求められる社会で 
生きる力を育むことをねらいとして次の教育目標を掲げる。 

「自立と共生」 

☆本校のホームページもぜひご覧ください。☆   
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「選択・決断」 

～何を選ぶ、どう決める～ 

校長 田原 弘一 

台風７号と８号が北上中に、３年生は修学旅行に行きました。出発する２５日の午前７時３０分に岩手県で震

度６強の地震がありました。関西は大丈夫かな？ただでさえ台風が接近しているのに、という不安を感じました。

それでも、無事に京都に到着してバスで奈良へ移動しました。雨が降る奈良公園内を歩き、東大寺を目指しまし

た。残念ながらクラス写真は撮影できませんでした。大仏を見学した後は班ごとに奈良公園内 

の名所を巡り、バスで薬師寺に移動しました。天候のせいでしょうか、薬師寺はまるで貸し切 

りであるかのように空いていました。お坊さんのリズミカルで楽しい法話に笑い声が響き渡り 

ました。笑いだけではなく、ぐっと考えさせられるお話に真剣な表情で聞き入っていました。 

「与えられたものを楽しめるかっこいい人になってください。」というお坊さんの言葉が印象 

的でした。無事に宿に着き夕食後はレクリエーション、先生クイズ、生徒会のムービー、ダンス部の発表と楽し

い時間を過ごしました。しかしながら、天候は台風が接近して悪くなる一方でした。未明からの大雨で近くの鴨

川が氾濫危険水位に達し土砂災害危険警報レベル４が発令されました。また、山梨県富士五湖では震度６弱の地

震が発生しました。その影響で一部新幹線の運行が見合わせとなっていました。奈良と京都の境目当たりで土砂

崩れも起きていました。過去に清水寺で崖崩れが起きたこともあり、不安材料ばかりが揃ってしまう状況でした。

警報が解除されるまで２日目の午前中は安全のため宿舎内で天候回復を待ちました。予定では班行動中にそれぞ

れお店で昼食を食べる予定でしたが、急遽お弁当を注文しました。ようやく警報が解除され午後からは京都駅を

中心に安全な範囲で班ごとにコースを組み直して行動しました。最終日前夜のニュースではダブル台風の勢力で、

新幹線が運休するかもしれないと報じられていました。そこで、最終日の行動を中止して台風よりも先に東京に

着けるように、午前中の新幹線で帰ることを決断しました。生徒たちは、何度も予定を変更されて、ショックも

疲れもピークに達していたはずです。それでも先生たちを責める生徒はいませんでした。また、保護者の方々も

H&Sにて労いのメッセージを送ってくださりました。感謝の気持ちでいっぱいです。帰りの生徒の座席は、出席

番号順で、どの車両も一般のお客さんと一緒でした。しっかりとマナーを守っていてとても立派でした。３年生

にとっては、悔いの残る修学旅行になってしまったかもしれませんが、「かっこよさ」を感じさせてくれた忘れ

られない３日間となりました。 

さて、今年も暑い夏休みになりそうですが、３年生は１つでも多くの高校説明会に参加して、自分の目と耳で

目標とすべき学校を体感してください。進路選択で大切なことは、「どこへ行くか」ではなく「何をしにそこへ

行くか」です。夢や目標が特にないという生徒にとってはとても難しい選択となるかもしれません。自分は何に

興味があるのか、やりがいを感じることは何なのか、この夏見付けてほしいですね。そして、暑くて長い夏休み

には、涼しいところで本を読みましょう！自分では体験できない世界へ本は私たちを導いてくれます。発想も豊

かになります。物事を多角的に見たり考えたりすることもできるようになります。 

７月４日（土）まで学校公開週間です。ぜひ子供たちの様子をご覧になってください。 

 

 

 

 

http://www.meguro.ed.jp/weblog/index-i.php?id=1320015


「ＴＧＧ」について 
第 1学年 中山 千佳 

6月22日（月）に、1学年が東京グローバルゲートウェイに行き、英語の学習をして

きました。 

生徒は、約4時間オールイングリッシュで頑張りました。最初は不安な様子の生徒

もいましたが、次第に笑顔になって自分から英語を話したり、各グループに 1人付く

外国人エージェントとハイタッチしたりと、楽しく学ぶ様子が印象的でした。「ジェス

チャーが大事だと知った。」「全部聞き取れなくても、単語でなんとなく理解ができ

た。」「次はもっと自分から英語を話したい！」と、体験から多くの学びや、英語学習

への意欲を得られる 1日になりました。 

 

 

 

 

 

「校外学習」 

第2学年 眞分 千晴 

 6月26日(金)に、２年生は校外学習として東京巡りをしました。東京の名所/旧跡

を巡る班行動です。今年度リニューアルオープンした国立科学博物館や、5000点以

上の作品を収蔵している国立西洋美術館、東京を象徴するスカイツリーや、東京タ

ワーなど、様々な場所を訪れました。教員の手を離れての校外学習は初めての経

験で、電車を乗り間違えたり、落とし物をしてしまったり等のトラブルもありました

が、どの班も、その班だけの素敵な思い出を持ち帰ることができました。事後学習

発表会は、７月４日(土)の学校校公開中に行う予定です。 

 

「修学旅行」 

第３学年 島田 翔太 

 6月25日から27日にかけ、3年生は京都・奈良へ修学旅行に行ってきました。あ

いにく 2つの台風が接近する中、１日目は奈良公園・東大寺を見学、薬師寺で法話を

聴講し、京都の宿舎に戻り全員でレクリエーションを楽しむことができました。２日目

は、未明からの大雨で鴨川が氾濫危険水位に達し、土砂災害危険警報が発令され

ていました。午前中の予定を中止し、宿舎でサッカーＷ杯を観戦するなどして過ご

しました。警報が解除されて、午後からは、区域を限定して班行動を行い、夜は、宿

舎で漆器加飾体験をしました。 

 この頃、翌日の帰りの新幹線の運休の可能性が高まっていました。翌日の予定を

中止し、午前便にて帰ることが決定しました。館内放送で生徒たちにその事を伝え

ました。当然ながら悔しがったり、涙を流したりする生徒もいましたが、決定理由を

理解し受け入れてくれただけでなく、「先生たちがせっかく準備してくれたのに残

念です」と、我々への気遣いさえ見せてくれました。翌日は、お土産を買う余裕もな

く新幹線に乗り込み、帰路につきました。 

 修学旅行担当として、３年生の大切な思い出作りの機会が不完全燃焼になってし

まったことはとても残念ですが、生徒の安全を最優先しての決断でしたので、迷い

や後悔はありません。何より、度重なる大幅な予定変更にも、落ち着いて対応してく

れた生徒たちの姿に、大きな成長と頼もしさを感じました。今回の行事は、生徒たち

にとって苦い思い出ではあっても、忘れてしまいたい思い出には、きっとならない

はずだと考えています。一歩一歩成長を続ける３年生の皆が、笑顔で卒業できるよ

う、学年教員一同、最後まで見守っていきたいという思いを強くした、短くも長い３

日間でした。 

 

  

 

「夏休みの生活について」       生活指導主任 立矢 真大 

〈生活リズムを整えよう〉 

  早寝・早起きを心がけ、規則正しい生活を送り、健康管理に努めよう。 

  学習時間を決め、計画的に宿題や自主学習に取り組もう。 

〈安全に気を付ける〉 

  交通ルールなどを守り、安全な生活を心がけよう。 

  熱中症予防のため、こまめな水分補給と十分な休息を心がけよう。 

〈SNS・インターネット利用〉 

  個人情報は安易に公開しないようにしましょう。 

  知らない人とのやり取りや、不適切なサイトへのアクセスは避けよう。 

  困ったことがあれば、一人で悩まず、家族や先生に相談しよう。 

〈夏休みにチャレンジ〉 

  本を読む。地域の行事に参加する。など新しいことにチャレンジしよう。 

   家の手伝いを積極的に行い、家族との時間も大切にしよう。 

   毎日少しずつでも運動をして、健康な体作りを心がけよう。 

 

 


